
担当講師

1 学年 対象コース 授業形態

総授業回数 6 回 135

回数 日程

評価 上記総合評価点　　Ｓ(100-90)　Ａ(89-80)　Ｂ(79-60)　Ｃ(59-50)　Ｄ(49以下 不可)

テキスト 無線従事者養成課程標準教科書　法規／無線工学、プリント配布

注意事項 　18時間中　7時間の欠席で定期試験受験不可=卒業ができません（留年となります）

評価方法
定期試験（筆記試験）100%、平常点±10点（出席率、提出物、授業態度・取組状況など）

成績評価方法：A

5 1月29日
基礎・法規、工学～過去問題⑦　法規07Ａ/工学07Ａ　法規07Ｂ/工学07Ｂ　解答方法解説
基礎・法規、工学～過去問題⑧　法規0８Ａ/工学08Ａ　法規08Ｂ/工学08Ｂ　解答方法解説

6 2月5日
基礎・法規、工学～過去問題⑨　法規09Ａ/工学09Ａ　法規09Ｂ/工学09Ｂ　解答方法解説
基礎・法規、工学～過去問題⑩　法規10Ａ/工学10Ａ　法規10Ｂ/工学10Ｂ　解答方法解説

3 12月11日
基礎・法規、工学～過去問題③　法規03Ａ/工学03Ａ　法規03Ｂ/工学03Ｂ解答方法解説
基礎・法規、工学～過去問題④　法規04Ａ/工学04Ａ　法規04Ｂ/工学04Ｂ解答方法解説

4 1月22日
基礎・法規、工学～過去問題⑤　法規05Ａ/工学05Ａ　法規05Ｂ/工学05Ｂ解答方法解説
基礎・法規、工学～過去問題⑥　法規06Ａ/工学06Ａ　法規06Ｂ/工学06Ｂ解答方法解説

【授　　　　　　業　　　　　　計　　　　　　画】

1 11月27日
‐授業ガイダンス‐定期試験の復習-
国家資格の試験方法及び学ぶ方法・進め方

2 12月4日
基礎・法規、工学～過去問題①　法規01Ａ/工学01Ａ　法規01Ｂ/工学01Ｂ解答方法解説
基礎・法規、工学～過去問題②　法規02Ａ/工学02Ａ　法規02Ｂ/工学02Ｂ解答方法解説

期　間 後期 １回あたりの授業時間 分

修　得　目　標
国家資格　陸上特殊無線技士　2級を取得する為行う試験対策ゼミ。無線法規、無線工学
の基礎知識を熟知し、過去問題から学び修得する。

対象学年 ビジュアルクリエイトコース 講義

科目名 陸上特殊無線Ⅱ 東峰　康二

講師実務経験 映像制作会社　勤務



担当講師

1 学年 対象コース 授業形態

総授業回数 6 回 135

回数 日程

評価 上記総合評価点　　Ｓ(100-90)　Ａ(89-80)　Ｂ(79-60)　Ｃ(59-50)　Ｄ(49以下 不可)

テキスト 各回授業にてプリント配布

注意事項 　18時間中　7時間の欠席で定期試験受験不可=卒業ができません（留年となります）

評価方法
定期試験点数(３０%)実技修得度（７０％）平常点±10点（出席率、提出物、授業態度・取組状況など）

成績評価方法：B 

5 1月29日 実技習得度判定試験

6 2月5日 定期試験対策 ／ まとめ

3 12月11日 ナレーション・アフレコの収録 (2) ／音楽・効果音の仕込み (１)について

4 1月22日 音楽・効果音の仕込み (2) ／実技習得度判定試験対策 について

【授　　　　　　業　　　　　　計　　　　　　画】

1 11月27日 授業ガイダンス／ＭＡの概要・基礎的な知識について

2 12月4日 ＭＡ作業準備／ナレーション・アフレコの収録について (１)

期　間 後期 １回あたりの授業時間 分

修　得　目　標 ＭＡの概要を学習し、ビデオ制作における音声編集の基礎的な知識と技術を修得する。

対象学年 ビジュアルクリエイトコース 実習

科目名 MA実習 田苅子和之

講師実務経験 音楽・番組制作会社勤務



担当講師

1 学年 対象コース 授業形態

総授業回数 7 回 135

回数 日程

対象学年 ビジュアルクリエイト 実習

科目名 AfterEffects 水上志乃

講師実務経験
経専学園を卒業した後、映像制作会社にてイベント系の撮影と編集業務に携わる。後、フ
リーランスとして活動中。

期　間 後期 １回あたりの授業時間 分

　修　得　目　標 AfterEffectsの基礎的な操作を修得する。

【授　　　　　　業　　　　　　計　　　　　　画】

1 11月28日 オリエンテーション　AfterEffectsの概要　作品研究

2 12月5日
フォトショップやイラストレーターの素材を元に、キーフレームアニメーションについて学習す
る

3 12月12日 シェイブレイヤー　テキストレイヤー　について

4 1月23日 パスアニメーション　について

5 1月30日 マスクについて

6 2月6日 AfterEffectsの標準エフェクトについて

7 2月13日 Premiereとの連携

評価方法
作品提出評価（１００％）、平常点±10点（出席率、提出物、授業態度・取組状況など）

成績評価方法：C

評価 上記総合評価点　　Ｓ(100-90)　Ａ(89-80)　Ｂ(79-60)　Ｃ(59-50)　Ｄ(49以下 不可)

テキスト

注意事項 　21時間中　8時間の欠席で定期試験受験不可=卒業ができません（留年となります）



担当講師

1 学年 対象コース 授業形態

総授業回数 7 回 135

回数 日程

テキスト

注意事項 　21時間中　8時間の欠席で定期試験受験不可=卒業ができません（留年となります）

評価方法
定期試験点数(５０%)実技修得度（５０％）平常点±10点（出席率、提出物、授業態度・取組状況など）

成績評価方法：B 

評価 上記総合評価点　　Ｓ(100-90)　Ａ(89-80)　Ｂ(79-60)　Ｃ(59-50)　Ｄ(49以下 不可)

6 02月06日 テーマに沿った映像制作Ⅱ③（編集）

7 02月13日 試験対策

4 01月23日 テーマに沿った映像制作Ⅰ①（企画、絵コンテ制作）

5 01月30日 テーマに沿った映像制作Ⅱ②（撮影）

2 12月05日 テーマに沿った映像制作Ⅰ②（撮影）

3 12月12日 テーマに沿った映像制作Ⅰ③（編集）

　修　得　目　標 テーマを映像で表現するための撮影・編集方法を修得する。

【授　　　　　　業　　　　　　計　　　　　　画】

1 11月28日
授業ガイダンス
テーマに沿った映像制作Ⅰ①（企画、絵コンテ制作）

対象学年 ビジュアルクリエイト専攻 実習

期　間 後期 １回あたりの授業時間 分

科目名 映像制作 岡　宏樹

講師実務経験 映像制作会社勤務



担当講師

1 学年 対象コース 授業形態

総授業回数 7 回 270

回数 日程

評価 上記総合評価点　　Ｓ(100-90)　Ａ(89-80)　Ｂ(79-60)　Ｃ(59-50)　Ｄ(49以下 不可)

テキスト 資料配布

注意事項 　42時間中　15時間の欠席で定期試験受験不可=卒業ができません（留年となります）

評価方法
定期試験点数(３０%)実技修得度（７０％）平常点±10点（出席率、提出物、授業態度・取組状況など）

成績評価方法：B 

7 2月14日 TV番組撮影実習Ⅰ 総まとめ講座　定期試験対策

5 1月31日 スタジオ・ロケ番組の制作、技術について②

6 2月7日 スタジオ・ロケ番組の制作、技術について③

3 12月13日 音声機材、照明機材の取り扱い方について

4 1月24日 スタジオ・ロケ番組の制作、技術について①

1 11月29日
授業概要説明〜テレビスタジオ、副調整室の使用上の注意や機材全般の取り扱い方につ
いて

2 12月6日 スタジオカメラ、ペデスタルの取り扱い方について

期　間 後期 １回あたりの授業時間 分

修　得　目　標 番組制作に必要な撮影・収録の基本テクニックを修得する。

対象学年 ビジュアルクリエイトコース 実習

科目名 TV番組撮影実習Ⅰ 田端 優一

講師実務経験 放送局関連会社勤務



担当講師

1 学年 対象コース 授業形態

総授業回数 4 回 270

回数 日程

対象学年 ビジュアルクリエイトコース 実習

科目名 ライブ撮影実習Ⅰ 田端 優一/東峰　康二　

講師実務経験 放送局関連会社勤務

期　間 後期 １回あたりの授業時間 分

修　得　目　標 ライブ収録を通し、スイッチング、カメラワーク、CCU操作等の基礎テクニックを修得する。

【授　　　　　　業　　　　　　計　　　　　　画】

1 12月14日 音楽ライブのスイッチング及びパラ収録 ①

2 1月25日 音楽ライブのスイッチング及びパラ収録 ②

3 2月1日 音楽ライブのスイッチング及びパラ収録 ③

4 2月8日 音楽ライブのスイッチング及びパラ収録 ④

評価方法
定期試験点数(３０%)実技修得度（７０％）平常点±10点（出席率、提出物、授業態度・取組状況など）

成績評価方法：B 

評価 上記総合評価点　　Ｓ(100-90)　Ａ(89-80)　Ｂ(79-60)　Ｃ(59-50)　Ｄ(49以下 不可)

テキスト 資料配布

注意事項 　24時間中　9時間の欠席で定期試験受験不可=卒業ができません（留年となります）



担当講師

1 学年 対象コース 授業形態

総授業回数 4 回 135

回数 日程

実践　企画書・構成表の書き方③

実践　企画書・構成表の書き方④

実践　企画書・構成表の書き方①

実践　企画書・構成表の書き方②

評価方法

1

2

3

4

評価 上記総合評価点　　Ｓ(100-90)　Ａ(89-80)　Ｂ(79-60)　Ｃ(59-50)　Ｄ(49以下 不可)

テキスト 各回授業にてプリント配布

注意事項 　12時間中　4時間の欠席で定期試験受験不可=卒業ができません（留年となります）

修　得　目　標 番組制作における企画書と構成表の重要性を理解し、具体的な書き方を修得する。

【授　　　　　　業　　　　　　計　　　　　　画】

定期試験（筆記試験）100%、平常点±10点（出席率、提出物、授業態度・取組状況など）

成績評価方法：A

11月30日

12月7日

1月18日

2月15日

対象学年 ビジュアルクリエイト 講義

期　間 後期 １回あたりの授業時間 分

科目名 企画制作Ⅰ 種田俊二

講師実務経験 元放送局勤務



担当講師

1 学年 対象コース 授業形態

総授業回数 4 回 135

回数 日程

テキスト

注意事項 　12時間中　5時間の欠席で定期試験受験不可=卒業ができません（留年となります）

評価方法
定期試験点数(３０%)実技修得度（７０％）平常点±10点（出席率、提出物、授業態度・取組状況など）

成績評価方法：B 

評価 上記総合評価点　　Ｓ(100-90)　Ａ(89-80)　Ｂ(79-60)　Ｃ(59-50)　Ｄ(49以下 不可)

4 02月15日 コンテ、映像制作Ⅳ

2 12月07日 コンテ、映像制作Ⅱ

3 01月18日 コンテ、映像制作Ⅲ

修　得　目　標 PVや記録、ダイジェスト映像など用途に合わせた映像の制作方法を修得する。

【授　　　　　　業　　　　　　計　　　　　　画】

1 11月30日 コンテ、映像制作Ⅰ

対象学年 ビジュアルクリエイト専攻 実習

期　間 後期 １回あたりの授業時間 分

科目名 コンテ制作Ⅰ 岡　宏樹

講師実務経験 映像制作会社勤務



担当講師

1 学年 対象コース 授業形態

総授業回数 4 回 135

回数 日程

評価 上記総合評価点　　Ｓ(100-90)　Ａ(89-80)　Ｂ(79-60)　Ｃ(59-50)　Ｄ(49以下 不可)

テキスト 各回授業にてプリント配布

注意事項 　12時間中　4時間の欠席で定期試験受験不可=卒業ができません（留年となります）

評価方法
定期試験点数(３０%)実技修得度（７０％）平常点±10点（出席率、提出物、授業態度・取組状況など）

成績評価方法：B 

2月15日

3 VEⅡ③-撮影機材の作業調整・操作③

4

1月18日

VEⅡ④-撮影機材の作業調整・操作④
定期試験の確認

【授　　　　　　業　　　　　　計　　　　　　画】

1 11月30日 VEⅡ①-撮影機材の作業調整・操作①

2 12月7日 VEⅡ②-撮影機材の作業調整・操作②

期　間 後期 １回あたりの授業時間 分

修　得　目　標 映像システムの配線、撮影機材の調整・操作等 ができ、仕込み準備ができるようになる。

対象学年 ビジュアルクリエイトコース 実習

科目名 VE実習Ⅱ 東峰　康二

講師実務経験 映像制作会社　勤務



担当講師

1 学年 対象コース 授業形態

総授業回数 8 回 135

回数 日程 【授　　　　　　業　　　　　　計　　　　　　画】

対象学年 ビジュアルクリエイト専攻 実習

科目名 スチール実習I 高橋　吉之

講師実務経験 カメラ修理会社、写真撮影および編集会社勤務

期　間 後期 １回あたりの授業時間 分

修　得　目　標 一眼レフカメラの基本操作の習得、撮影意図を反映させるための操作方法を修得する。

1 12月1日 ガイダンス、写真に求められるもの、使用するカメラの基本操作方法

3 12月15日 絞り、シャッタースピードの効果と操作方法

2 12月8日 フルオート、オートでの撮影方法、露出補正、フォーカスの合わせ方

4 1月19日 構図の種類、交換レンズの特徴と使い分け

5 1月26日 撮影場面や、被写体ごとの撮影モードの使い分け

6 2月2日 作品制作①計画立案とロケハン

7 2月9日 作品制作②撮影、セレクト、提出

8 2月16日 作品レビュー、復習、試験対策

評価方法
定期試験点数(３０%)実技修得度（７０％）平常点±10点（出席率、提出物、授業態度・取組状況など）

成績評価方法：B 

評価 上記総合評価点　　Ｓ(100-90)　Ａ(89-80)　Ｂ(79-60)　Ｃ(59-50)　Ｄ(49以下 不可)

テキスト プリント都度配布

注意事項 　24時間中　9時間の欠席で定期試験受験不可=卒業ができません（留年となります）



担当講師

1 学年 対象コース 授業形態

総授業回数 8 回 45

回数 日程

対象学年 スタッフ関連科目受講者 講義

科目名 時事研究 山田　佳晴

講師実務経験 ニュース・時事問題を読み解き、日常生活の思考・行動に活用する力を修得する。

修　得　目　標 ニュース・時事問題を読み解くことで、日常生活の思考・行動への活用法を修得する。

【授　　　　　　業　　　　　　計　　　　　　画】

期　間 前期 １回あたりの授業時間 分

1 12月1日 直近のニュースについて①

2 12月8日 直近のニュースについて②

3 12月15日 直近のニュースについて③

4 1月19日 直近のニュースについて④

5 1月26日 直近のニュースについて⑤

6 2月2日 直近のニュースについて⑥

7 2月9日 直近のニュースについて⑦

8 2月16日 講義振り返り、試験対策

評価方法
定期試験（筆記試験）100%、平常点±10点（出席率、提出物、授業態度・取組状況など）

成績評価方法：A

評価 上記総合評価点　　Ｓ(100-90)　Ａ(89-80)　Ｂ(79-60)　Ｃ(59-50)　Ｄ(49以下 不可)

テキスト 無し

注意事項 ８時間中３時間の欠席で定期試験受験不可=卒業ができません（留年となります）



担当講師

1 学年 対象コース 授業形態

総授業回数 8 回 45

回数 日程

対象学年 就職対象専攻 講義

科目名 就職ガイダンス 一岡 永

講師実務経験 音響会社勤務

修　得　目　標 企業情報の収集、就職活動計画や応募書類等、就職活動準備方法を修得する。

【授　　　　　　業　　　　　　計　　　　　　画】

期　間 前期 １回あたりの授業時間 分

1 12月1日 就職用写真の撮影準備について

2 12月8日 自己PR作成のポイント（応募用）

3 12月15日 志望動機作成のポイント（応募用）

4 1月19日 エントリーシートの質問項目と解答例

5 1月26日 応募条件について考える

6 2月2日 過去求人の紹介/応募企業の選定

7 2月9日 面接対策

8 2月16日 春休み中に出来る事/3月の求人公開に向けて

評価方法
2/3以上の出席で「修得済」評価

評価 「修得済」評価（点数評価は行わない

テキスト 無し

注意事項 ８時間中３時間の欠席で定期試験受験不可=卒業ができません（留年となります）



担当講師

1 学年 対象コース 授業形態

総授業回数 28 回 270

回数 日程

1 10月10日

2 10月11日

3 10月12日

4 10月13日

5 10月16日

6 10月17日

7 10月18日

8 10月19日

9 10月20日

10 10月23日

11 10月24日

12 10月25日

13 10月26日

14 10月27日

15 10月30日

16 10月31日

17 11月1日

18 11月2日

19 11月6日

20 11月7日

21 11月8日

22 11月9日

23 11月10日

24 11月13日

25 11月14日

26 11月15日

27 11月16日

28 11月17日

修　得　目　標
K-1ライブの実施を通して、ライブ撮影・編集の基礎を修得する。
全てのコースを同時に準備を進め、セクションを跨いだコミュニケーション力を修得する。

【授　　　　　　業　　　　　　計　　　　　　画】

期　間 後期 １回あたりの授業時間 分

K-1ライブ実施概要/セクション決定/イベント概論

ライブ撮影実習①

VE実習①

ストリーミング実習②

スチール撮影実習①

VE実習②

編集基礎実習④

編集基礎実習⑤

編集基礎実習③

ストリーミング実習①

ライブ撮影実習②

ライブ撮影実習③

ライブ撮影実習④

編集基礎実習①

編集基礎実習②

対象学年 ビジュアルクリエイトコース 実習

科目名 イベント実践期間(K-1ライブ前)
東峰　康二・田端　優一・岡　宏樹・水上　志乃
髙橋　吉之

講師実務経験 映像技術関連業務

スチール撮影実習②

K-1ライブプランニング、行程表制作、打ち合わせ/確認事項

ホール内撮影技術確認/出力チェック～修正③

Kissホールロケハン/プランニング、カット割り制作、図面制作、配信進行表制作①

プランニング、カット割り制作、図面制作、配信進行表制作②/演出用映像プラン二ング

演出用映像素材撮影①

演出用映像素材撮影②～書き出し

演出用映像素材編集①/各専攻スチール撮影

技術確認/演出用映像素材編集～プレビュー～ダメ出し

各素材確認、Kissホール仕込み準備

Kissホール仕込み

ホール内撮影技術確認/出力チェック～修正①

ホール内撮影技術確認/出力チェック～修正②

評価方法
2/3以上の出席で「修得済」評価

評価 「修得済」評価（点数評価は行わない

テキスト

注意事項 　168時間中　57時間の欠席で定期試験受験不可=卒業ができません（留年となります）


	1_陸上特殊無線Ⅱ(東峰)
	2_ＭＡ実習(田刈子) 
	3_After EffectⅠ(水上) 
	4_映像制作(岡) 
	5_TV番組撮影実習Ⅰ(田端) 
	6_ライフ゛撮影実習Ⅰ(田端・東峰) 
	7_TV番組企画制作Ⅰ(種田)
	8_コンテ制作Ⅰ(岡)  
	9_VE実習Ⅱ(木曜日) 
	10_スチール実習Ⅰ(高橋) 
	11_時事研究(山田) 
	12_就職ガイダンス(一岡) 
	13_イベント実践(K-1前)

